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黒
房
現
象
の
豫
報
に
つ
い
て

（
○
昌
》
。
。
爲
9
δ
a
o
巴
〉
巨
磐
◎
8
餌
顎
堤
9
①
缶
窪
ω
）

（
本
誌
「
天
象
」
欄
の
大
饗
張
ご
其
の
解
説
）

　
天
分
に
貸
す
る
さ
ま
ぐ
な
滑
動
は
多
く
の
揚
合
に
其
れ
を
豫
報
ず

る
こ
一
、
」
が
出
漏
る
。
写
れ
墨
・
幽
す
る
に
長
い
年
月
に
わ
た
る
天
文
學
史

上
の
鶴
測
記
録
－
こ
，
そ
れ
を
取
り
扱
ふ
歎
理
墨
の
護
達
ミ
に
よ
る
の
で

あ
っ
て
、
か
う
し
た
豫
報
が
或
る
場
合
に
は
分
秒
の
細
か
い
時
刻
ま
で

天
王
の
事
實
ε
的
中
す
る
ミ
い
ふ
こ
一
こ
は
、
天
文
學
の
誇
る
べ
き
特
黙

で
あ
る
。
い
ろ
く
の
復
雑
な
事
情
に
よ
る
ε
は
い
へ
、
他
の
総
て
の

學
問
は
此
の
貼
に
於
い
て
天
文
學
の
足
元
へ
も
寄
り
付
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ

　
天
端
の
運
行
か
い
か
に
も
数
理
的
に
規
則
正
し
い
も
の
で
あ
る
・
こ
い

ふ
こ
ご
は
、
ち
よ
つ
ε
注
意
し
て
観
察
す
れ
ば
子
供
に
も
わ
か
る
こ
亀
、
」

で
あ
っ
て
，
…
從
っ
て
、
入
間
の
知
識
か
幼
稚
で
あ
っ
た
大
昔
し
に
も
、

此
の
天
丈
豫
報
術
だ
け
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
昌
々
で
開
け
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
よ
み

そ
れ
が
色
ん
な
形
に
組
織
さ
れ
て
暦
ミ
い
ふ
も
の
が
案
出
さ
れ
た
の
は

今
夏
言
ふ
ま
で
も
な
い
Q

　
今
日
の
天
文
學
の
歴
史
を
逆
に
た
さ
っ
て
見
て
も
，
既
に
二
千
五
六

百
年
前
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
學
者
タ
ー
レ
ス
（
目
鼠
一
撃
）
が
或
る
年
の
日

食
を
結
言
し
た
ε
い
．
即
こ
ミ
が
あ
り
，
支
那
の
學
問
史
に
も
無
冠
な
こ

山

本

一

清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
マ

ミ
が
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
第
二
世
紀
に
ト
レ
ミ
ー
（
澤
。
一
Φ
臼
団
）
の
天
文

ゲ
ス
ト

全
書
（
巴
暴
・
・
卑
）
が
出
盛
て
、
其
の
中
に
、
當
時
知
れ
て
み
た
多
く
の

遊
星
の
蓮
行
法
則
を
記
し
た
、
め
、
之
れ
を
基
・
こ
し
て
後
代
の
人
々
が

扇
使
的
計
算
か
ら
、
天
子
の
年
々
の
位
置
を
豫
干
す
る
こ
一
こ
が
出
來
，

そ
れ
が
入
間
就
會
に
大
に
役
立
つ
た
こ
ざ
は
勿
論
で
あ
る
。
ー
ー
尤
も

ト
レ
ミ
ー
以
後
，
時
代
が
経
つ
に
つ
れ
，
天
艦
観
測
の
技
術
も
進
歩
糞

達
し
、
細
か
い
鮎
ま
で
星
の
位
置
や
蓮
行
を
問
題
ミ
す
る
や
う
に
な
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
ト
レ
ミ
ー
の
天
文
學
が
元
の
ま
・
で
は
通
用
し
な
い

こ
ε
に
な
っ
た
け
れ
曹
、
之
れ
は
下
る
程
度
ま
で
は
止
む
を
得
な
い
こ

ミ
・
し
て
、
中
世
の
ア
ラ
ビ
ヤ
人
や
ス
ペ
イ
ン
人
な
，
ご
は
時
々
ト
レ
ミ

ー
の
原
本
に
あ
る
基
本
撒
値
を
改
良
し
て
、
原
理
は
や
は
の
同
じ
檬
な

考
へ
の
下
に
天
艦
豫
報
を
つ
黛
け
て
る
た
。
か
う
し
た
天
賦
暦
の
一
部

を
携
へ
て
、
そ
れ
に
頼
り
つ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
（
O
。
一
、
日
σ
ロ
・
，
）
が
大
西
洋
を

横
断
し
て
、
新
大
陸
下
見
に
成
功
し
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。

　
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
（
∩
o
℃
重
三
。
霧
）
が
宇
宙
論
を
改
め
、
ク
プ
レ
ル
Q
・
凹
Φ
覧
①
村
）

が
遊
星
軌
道
の
形
を
嚢
馨
し
、
こ
、
に
天
文
學
は
大
飛
躍
を
試
み
る
に
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至
っ
た
が
、
ニ
ウ
ト
ン
9
乞
Φ
鼠
8
）
が
出
る
に
至
っ
て
、
始
め
て
，
天
艦

蓮
動
の
根
本
原
則
が
制
明
し
た
。
そ
れ
・
こ
同
時
に
、
此
の
ニ
ゥ
ト
ン
學

を
慮
・
回
し
て
．
天
罷
の
位
置
や
蓮
動
を
豫
報
ず
る
こ
一
こ
が
非
常
に
確
實

に
な
っ
た
。
ニ
ウ
ト
ン
の
引
力
學
に
基
い
て
、
ハ
レ
…
（
国
．
　
頃
四
一
一
①
図
）
が

大
彗
星
の
出
現
を
謹
言
し
、
そ
れ
が
的
中
し
た
な
，
ご
は
近
世
天
文
翠
上

の
一
佳
話
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
彗
星
噂
こ
云
ふ
珍
ら
し
い
難
物

の
豫
言
を
し
た
か
ら
有
名
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
星
図
の
も
の
は
珍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
し
く
な
い
。
人
世
に
必
要
ε
い
ふ
程
度
か
ら
言
へ
ば
も
つ
ε
重
要
な

太
腸
や
月
や
五
遊
星
の
出
浸
が
一
彗
星
以
上
の
精
確
さ
を
以
っ
て
其
の

後
は
豫
濁
し
得
る
に
至
っ
た
こ
S
は
勿
論
で
あ
る
。

　
ニ
ゥ
ト
ン
の
出
現
，
こ
相
前
後
し
て
，
遠
洋
航
海
が
盛
ん
に
な
り
、
其

の
方
面
か
ら
の
要
求
が
元
¶
こ
な
っ
て
、
敵
洲
各
國
に
は
天
還
暦
や
航
海

暦
が
寄
蔵
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
其
の
中
で
、
今
も
現
に
綾
湿
し
て
み

る
も
の
・
最
初
に
現
は
れ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
暦
で
、
第
一
巻
は

一
六
七
九
年
度
の
天
象
を
ピ
カ
ー
ル
が
出
版
し
た
。
　
其
の
後
．
各
國

が
フ
ラ
ン
ス
の
例
に
な
ら
う
に
至
っ
た
。
現
今
、
天
文
學
上
か
ら
見
て

も
，
航
海
術
の
方
か
ら
見
て
も
最
も
信
濁
す
べ
き
、
棲
威
あ
る
天
下
暦

は
先
づ
左
の
四
種
§
言
っ
て
好
か
ら
う
。

　
（
一
）
航
海
暦
及
天
騰
表
（
賭
・
三
8
巴
≧
ヨ
聾
旨
聲
餌
》
。
。
需
8
0
彰
δ
匙

　
　
　
国
喜
Φ
ヨ
Φ
器
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
略
し
て
英
　
　
　
暦

　
（
二
）
暦
時
全
書
（
9
冒
鋳
。
。
昌
。
霧
山
①
m
臼
聾
領
）
一
同
　
フ
ラ
ン
ス
暦

　
（
．
コ
）
ベ
ツ
リ
ン
天
乱
叉
年
鑑
（
”
①
嗣
ぎ
q
》
醗
貯
O
コ
O
白
目
鉱
性
霊
冒
蓼
プ
肖
げ
二
〇
プ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
同
　
　
べ
〃
サ
ン
暦

（
四
）
来
二
天
艦
衷
及
航
海
暦
（
諺
臼
民
。
碧
国
画
ゆ
ヨ
臼
於
磐
島
劉
霊
戯
8
一

　
≧
巨
口
口
p
。
）
　
　
　
一
同
来
暦

此
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
暦
が
最
初
に
第
一
巻
を
出
し
た
の
は
前
述
し
た

通
り
で
あ
る
が
、
始
め
は
パ
リ
の
三
七
天
文
壷
㊨
ぴ
馨
最
9
器
景
δ
⇔
浮
）

か
ら
出
し
て
み
た
の
を
、
蝋
七
九
七
年
か
ら
佛
國
経
度
局
（
曽
ゴ
、
同
①
碧
臼

H
b
昌
・
q
碁
号
）
か
ら
出
す
こ
¶
こ
に
な
っ
て
、
今
日
に
至
っ
た
。

　
英
暦
は
佛
暦
よ
り
約
九
十
年
後
れ
て
、
一
七
六
六
年
か
ら
グ
リ
ン
井

チ
天
文
台
で
出
す
や
う
に
な
っ
た
が
、
剛
八
三
四
年
以
後
は
出
版
が
英

國
海
軍
省
内
の
編
暦
局
（
国
●
罎
’
累
帥
＝
畝
O
ρ
一
　
跨
一
目
曽
口
簿
O
O
監
O
①
）
に
移
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
デ

　
ベ
ル
リ
ン
暦
は
一
七
七
六
年
獲
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
年
王
立
學
士

り
え
　

院
か
ら
出
版
さ
れ
て
る
た
が
、
一
時
ベ
ル
リ
ン
天
文
台
に
移
り
、
一
八

九
七
年
か
ら
は
計
算
局
（
男
Φ
O
ゴ
Φ
冨
l
H
β
も
謄
酔
津
＝
仲
）
の
手
に
移
さ
れ
て
外
診
さ
れ

て
る
る
。

　
米
暦
は
、
最
も
新
ら
し
く
、
一
八
五
五
年
に
其
の
第
一
巷
を
海
軍
編

暦
局
（
u
Φ
で
四
居
g
ゆ
導
。
幽
閉
9
〈
欝
四
一
≧
日
四
・
四
。
）
か
ら
出
し
た
ガ
、
一
八
九
三

年
以
後
は
同
局
が
海
軍
天
文
台
（
乞
碧
p
｝
9
弩
戴
8
・
）
の
一
部
ε
な
っ

て
仕
事
を
今
も
綾
け
て
る
る
。

　
右
，
何
れ
も
毎
年
一
巻
づ
・
嚢
刊
す
る
も
の
で
、
編
輯
に
つ
い
て
は

何
所
も
同
様
に
其
の
國
々
の
嶽
理
天
文
家
の
粋
を
集
め
、
叉
、
暦
の
内

容
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
《
、
の
黒
質
を
持
っ
て
る
る
。
皆
、
天
文
暦
で

あ
る
か
ら
、
毎
年
侮
日
の
日
月
諸
遊
星
及
び
重
要
な
若
干
の
恒
星
の
位

二
九
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置
を
掲
げ
、
其
の
他
、
日
食
月
蝕
は
勿
論
、
掩
蔽
、
日
月
諸
星
の
出
没
，

其
の
他
其
の
年
々
に
起
る
天
丈
現
象
を
網
羅
し
、
筒
、
天
文
用
の
各
種

の
表
や
、
天
文
台
の
一
喫
表
に
至
る
ま
で
，
お
よ
そ
天
文
に
訂
す
る

み
い
ゆ
か
数
値
を
記
し
て
み
る
ξ
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
叉
、
各

々
の
暦
が
そ
れ
ぐ
何
等
か
の
特
徴
を
持
っ
て
る
て
、
之
れ
を
使
用
す

る
者
に
さ
ま
ん
＼
な
特
殊
便
宜
を
與
へ
て
る
た
が
、
一
九
一
一
年
、
パ

リ
で
、
開
か
れ
た
感
慨
凝
議
の
結
果
、
右
の
四
つ
の
天
禮
暦
編
輯
者
の
間

に
幾
分
の
事
務
分
霊
が
約
束
さ
れ
、
從
っ
て
、
世
界
的
に
見
れ
ば
、
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

務
の
重
復
が
無
く
な
り
、
叉
，
行
り
方
が
統
一
的
に
な
っ
て
去
た
。

　
事
務
の
分
憺
に
つ
い
て
は

佛
　
暦
　
ば

英
　
暦
　
ば

夕べ
　　rv
星　）」

　　　ン

［i暦
　　に

太
陽
（
ル
ゴ
リ
ェ
ー
式
）
、
月
（
ラ
ド
ー
式
）
，
遊
星
（
ル
ゴ

リ
ェ
及
ガ
イ
ヨ
・
式
）
、
木
星
の
四
衛
星
、
周
極
恒
星

太
陽
…
（
ニ
ウ
カ
ム
式
）
、
月
〃
（
ブ
ラ
ウ
ン
式
）
、
遊
星
（
ニ
ウ

カ
ム
及
ヒ
ル
式
）
、
及
び
恒
星
の
一
部

水
星
、
土
星
の
衛
生
、
恒
星

種
々
の
衛
星
、
恒
星
の
大
部
分

の
計
算
を
引
き
受
け
、
其
の
結
果
は
相
互
に
交
換
し
て
み
る
。

　
　
　
　
天
象
欄
の
硬
張

　
天
文
を
研
究
す
る
も
の
に
も
、
母
岩
・
‘
7
観
察
す
る
も
の
に
も
、
時
々

の
天
象
を
豫
め
知
っ
て
お
く
こ
ミ
は
非
常
な
便
利
が
あ
る
の
で
、
わ
が

「
天
界
し
で
も
畿
刊
の
最
初
か
ら
毎
月
の
天
象
を
何
等
か
の
形
式
で
載
せ

て
み
る
。
・
握
れ
が
讃
者
た
ち
に
よ
つ
．
て
、
い
ろ
く
に
利
用
さ
れ
て
る

三
〇

る
こ
ざ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
近
頃
は
理
學
思
想
普
及
の
結
果
、
天
文

以
外
の
新
聞
雑
誌
に
も
天
象
聖
運
が
時
々
載
せ
ら
れ
る
機
縁
に
向
い
て

來
た
こ
一
こ
は
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
、
月
々
豫
報
す
べ
き
天

文
現
象
も
、
書
き
出
せ
ば
可
な
り
多
く
あ
る
の
で
あ
り
、
叉
、
特
に
わ

が
「
天
界
」
の
護
者
は
天
文
に
格
別
の
興
味
ミ
熱
心
－
こ
を
持
っ
て
居
る
入

々
で
あ
ろ
か
ら
、
編
輯
者
の
立
ち
場
か
ら
見
て
、
今
ま
で
の
天
象
欄
が

不
備
不
完
全
な
こ
・
こ
を
遺
憾
ミ
す
る
馳
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、

近
頃
、
本
誌
の
編
輯
部
で
は
相
談
の
結
果
，
思
ひ
切
っ
て
紙
幅
の
大
鑛

張
を
し
、
許
さ
れ
る
範
園
に
於
い
て
，
成
る
べ
く
完
全
に
近
い
天
象
豫

報
を
試
み
る
こ
¶
こ
、
な
っ
た
。
之
れ
が
た
め
に
、
熟
慮
の
末
、
此
の
豫

報
欄
の
仕
事
全
部
を
同
好
會
観
測
部
の
手
に
委
ね
、
多
量
の
部
員
が
少

し
づ
Σ
分
回
し
て
此
の
大
事
業
を
成
し
逡
ぴ
や
う
う
ε
決
心
す
る
に
至

っ
た
。
I
l
去
る
五
月
の
末
、
観
測
部
員
諸
氏
に
手
紙
を
途
り
、
豫
報

諜
の
新
設
－
こ
其
の
加
勢
助
力
を
訴
へ
た
ミ
こ
ろ
が
、
忽
ち
十
名
ば
か
り

の
申
込
み
が
や
っ
て
來
た
の
で
本
部
で
も
大
喜
び
で
あ
る
。
近
い
内
に

此
等
の
人
々
が
「
天
界
」
誌
上
に
於
い
て
活
躍
し
始
め
る
筈
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
は
此
の
大
胆
張
し
た
天
象
欄
の
最
初
で
あ
る
か
ら
、
其

の
實
例
を
一
般
讃
者
に
も
、
亦
、
豫
報
部
員
た
ち
に
も
知
っ
て
頂
き
た

い
希
望
が
あ
り
、
本
誌
七
月
號
に
限
り
、
異
常
な
努
力
を
以
っ
て
、
編

輯
部
の
み
が
焦
れ
を
作
り
上
げ
た
。
そ
れ
が
別
頁
御
覧
の
通
り
で
あ
る
。

望
都
は
全
部
で
八
ペ
ー
ジ
、
活
字
を
総
て
横
組
み
ε
し
、
ア
ラ
ビ
ヤ
撒
・

字
を
用
み
て
，
字
数
を
潜
す
ミ
共
に
、
記
載
を
明
瞭
に
し
，
倫
、
必
要
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な
圖
版
を
多
く
挿
入
し
て
讃
者
の
便
に
し
た
。
ー
ー
今
こ
の
機
會
に
、

新
し
い
此
の
豫
報
欄
の
立
ち
入
っ
た
説
明
を
す
る
一
こ
同
時
に
、
必
要
な

叫
般
天
象
の
愛
遷
す
る
様
を
述
べ
や
う
。

「
茨
文
暦
表
」
（
塗
ぎ
言
巨
。
巴
≧
言
舅
8
”
H
崔
国
喜
Φ
目
賃
冨
）

　
今
ま
で
は
皆
「
何
者
の
天
象
（
響
p
馨
身
寄
窪
。
長
腰
）
」
ε
い
ふ
表
題
に

し
て
あ
っ
た
が
、
今
後
は
「
天
文
暦
表
」
ミ
改
め
る
。
内
容
の
性
質
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ひ

し
た
差
が
無
い
ε
も
思
へ
る
が
、
嚴
密
に
言
へ
ば
、
暦
ε
は
日
を
基
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
て
、
其
の
曰
く
の
文
化
的
意
義
を
記
載
す
る
こ
ミ
で
あ
り
、
表
「
こ

は
一
定
の
日
時
に
於
け
る
天
艦
の
位
置
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
此
の

二
種
類
の
性
質
を
色
々
な
形
で
表
は
し
た
侮
月
の
豫
報
で
あ
る
が
故

に
、
覧
に
「
何
々
日
に
は
天
に
何
が
現
は
れ
る
」
－
、
｝
言
つ
尤
風
の
天
象
欄

よ
り
は
一
歩
進
ん
だ
，
叉
、
高
等
な
も
の
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

　
ま
つ
其
の
月
の
日
舞
や
、
始
め
終
り
の
七
曜
や
、
特
に
日
曜
を
學
げ
た

が
、
こ
Σ
ま
で
は
以
る
意
味
の
形
式
で
あ
り
、
又
、
珍
ら
し
い
内
容
の

も
の
で
は
な
い
。
次
に
ユ
リ
ウ
ス
期
日
（
門
島
聾
u
超
）
が
あ
る
Q
ユ
リ
ウ

ス
期
鯛
日
唱
し
は
西
暦
紀
写
兀
晶
剛
四
七
二
一
二
年
一
月
一
日
。
か
敷
へ
始
め
聖
日
敷

で
あ
っ
て
、
臥
し
は
可
な
り
面
白
い
意
味
を
附
せ
ら
れ
て
み
た
の
で
あ

る
が
、
今
は
此
う
し
た
日
の
藪
へ
方
が
、
何
年
ミ
か
半
月
一
こ
か
の
尺
度

を
下
用
し
な
い
で
、
輩
に
↓
口
ε
い
・
両
唯
一
の
尺
度
で
長
い
時
間
を
言

ひ
表
は
す
方
法
で
あ
る
か
ら
，
純
學
術
的
に
珍
重
が
ら
れ
る
。
差
し
當

り
、
憂
光
星
の
観
測
な
さ
に
は
是
非
知
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歎

で
あ
る
。

毎
月
の
恒
星
天
（
蜜
。
う
瓢
、
熔
。
。
叶
磐
・
Ω
・
、
・
σ

　
三
月
、
始
め
な
ら
ば
午
後
十
時
、
月
牟
ば
な
ら
ば
午
後
九
時
、
月
末

な
ら
ば
午
後
八
時
に
見
え
る
天
の
主
な
星
の
圖
で
あ
る
。
圖
全
縢
を
包

む
姿
形
が
三
六
線
で
、
上
が
北
、
右
が
西
、
左
が
東
、
下
が
南
こ
な
っ

て
み
る
た
め
，
直
接
に
天
ε
比
べ
る
に
は
穿
れ
を
頭
上
に
捧
げ
て
圖
面

を
下
に
向
け
る
の
で
あ
る
。
叉
、
時
刻
は
日
本
の
中
央
部
郎
ち
京
阪
地

方
の
時
間
に
合
ふ
や
う
に
叢
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
，
経
度
の
違
ひ
の

あ
る
他
の
地
方
で
は
、
そ
れ
ん
＼
（
京
阪
地
方
よ
り
も
東
な
ら
ば
）
早

く
、
又
は
（
西
な
ら
ば
）
珍
く
此
等
の
喜
々
が
圖
の
通
り
に
現
は
れ
る
の

だ
一
こ
知
っ
て
居
る
必
要
が
あ
る
。
圖
の
中
に
は
同
一
の
星
座
に
含
ま
れ

る
主
な
星
影
を
線
で
つ
な
い
で
關
係
を
つ
け
た
以
外
に
は
、
星
鱒
つ

く
の
位
置
を
軽
み
取
る
や
う
な
縄
緯
線
は
叢
か
な
い
。
只
、
赤
道
・
こ

黄
道
こ
、
四
つ
の
分
霊
ぞ
通
る
経
線
だ
け
は
思
い
た
。
此
等
の
線
は
見

え
な
い
国
里
線
で
あ
る
け
れ
曹
、
星
学
を
た
よ
り
ミ
し
て
、
護
者
は
皆

こ
の
線
の
位
置
を
罷
え
て
頂
き
九
い
。

　
か
う
し
た
星
圓
の
中
に
遊
星
な
さ
の
位
置
を
入
れ
る
こ
ε
は
し
他
に

例
を
見
な
い
本
誌
猫
特
の
描
方
で
あ
る
が
、
之
れ
に
よ
っ
て
、
天
文
の

初
歩
・
の
讃
者
弛
ち
も
、
今
後
毎
月
見
馴
れ
て
，
星
の
信
愛
ミ
い
ふ
も
の

を
容
易
に
了
解
さ
れ
る
だ
ら
う
ε
思
ふ
。

一
三
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毎
月
の
星
座
（
竃
。
昌
邑
鴇
。
。
⇔
・
。
仲
①
＝
9
島
。
口
⑩
）

　
右
の
天
圖
が
あ
る
か
ら
、
多
く
の
一
二
に
は
必
要
の
無
い
こ
ξ
か
も

知
れ
な
い
が
、
言
葉
の
上
で
、
毎
月
の
主
な
星
座
の
簡
軍
な
解
説
を
試

み
る
の
は
、
や
は
り
初
歩
の
入
々
の
手
引
き
に
な
る
一
こ
信
ず
る
。

太

陽
（
ω
＝
昌
）

　
太
陽
は
苺
日
西
か
ら
東
へ
天
の
黄
道
（
国
。
言
膏
）
を
行
く
。
全
行
程
を

行
き
面
し
て
、
元
の
場
所
に
蹄
っ
て
來
る
の
が
一
ケ
年
で
あ
る
が
、
其

の
間
に

　
　
魚
（
型
。
。
8
。
。
）
　
　
鯨
（
○
簿
易
）
　
　
羊
（
》
蔚
ω
）
　
　
牡
牛
（
日
工
昌
脚
）

　
　
双
子
（
Q
o
臼
幽
ヨ
）
　
蟹
（
9
霧
臼
）
　
　
獅
子
（
ピ
8
）
　
　
乙
女
（
く
沖
H
σ
q
。
）

　
　
天
秤
（
H
・
ヲ
轟
）
　
蜴
（
曽
。
も
δ
）
　
蛇
遺
び
（
○
℃
ゲ
凶
口
O
ゴ
＝
リ
ワ
）

　
　
射
手
（
留
σ
q
痒
震
冒
ω
）
　
　
山
羊
（
O
碧
膏
。
白
重
）
　
　
水
瓶
（
》
ρ
舞
H
冨
）

の
十
四
星
座
を
通
る
。
又
、
黄
道
（
全
周
三
百
六
十
度
）
を
十
二
等
分
し

て
，
左
記
の
十
二
宮
ミ
い
ふ
塵
分
が
あ
る
。

自
羊
宮
（
≧
騨
）

金
牛
宮
（
目
聾
嚢
）

双
子
宮
ハ
Q
①
ヨ
ヨ
一
）

日
日
富
（
∩
鴛
。
震
）

獅
子
宮
（
目
8
）

腱
女
宮
（
≦
茜
。
）

天
秤
宮
（
H
翫
び
蚕
）

同同同系同系黄

　
0
度
よ
り

三
〇
六
〇
九
〇

＝
】
0

一
五
〇

一
入
O

三
〇
度
ま
で

　
六
〇
九
〇
一
二
〇

一
五
〇

一
入
〇

一
＝
○

天
蜴
宮
（
o
。
8
壱
び
）

人
馬
宮
（
Q
Q
”
σ
q
葺
p
忌
。
。
）

廓
二
宮
（
9
胃
ぎ
同
雲
ω
）

實
瓶
宮
（
》
書
p
碁
。
。
）

双
魚
宮
（
剛
院
8
m
）

同同旨同同

　
三
二

一
二
〇

二
四
〇

二
七
〇

三
〇
〇

三
三
〇

ご
四
〇

二
七
〇

三
〇
〇

三
三
〇

三
六
〇
即
ち
○
度
迄

勿
論
写
れ
も
太
陽
は
此
の
順
に
通
過
す
る
。
此
の
十
二
宮
は
暦
學
上
に

も
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
わ
が
日
本
で
は
二
十
四
節
こ

い
ふ
も
の
が
左
の
如
く
定
め
ら
れ
て
あ
る
、

立霜寒秋冷虚立大小夏芒小立穀清春
冬降露分露量秋暑暑三種満夏雨等分

太
陽
が
自
羊
宮
に
侵
入
し
れ
時

同同同同同同訓同同署同同同同同

同
　
　
の
中
央
に
あ
る
暗

金
牛
宮
に
侵
入
し
六
時

同
の
中
央
に
、
あ
る
畦

双
子
宮
に
侵
入
し
言
辞

同
の
申
央
に
あ
る
裏

戸
蟹
宮
に
侵
入
し
青
墨

同
　
　
の
中
央
に
あ
る
時

獅
子
宮
に
侵
入
し
愁
傷

同
　
　
の
中
央
に
あ
ろ
時

虜
女
宮
に
侵
入
し
目
時

同
　
　
の
中
央
に
あ
る
晧

天
秤
宮
に
侵
入
し
㍗
暗

同
　
　
の
中
央
に
あ
る
蒔

天
蜴
宮
に
侵
入
し
旧
時

同
　
　
の
中
央
に
あ
ろ
蒔

同会同同同同同同同同同同同同同

同同属同同同同同同志同巨億同同

即
ち
太
陽
の
墨
髭
　
○
度

　
　
　
　
　
同
　
一
五
度

　
　
　
　
　
同
　
三
〇
度

　
　
　
　
　
同
　
四
五
度

　
　
　
　
　
同
　
六
〇
度

　
　
　
　
　
同
　
七
五
度

　
　
　
　
　
同
　
九
〇
度

同
一
〇
五
度

同
一
二
〇
度

同
コ
ニ
五
度

同
一
五
〇
度

同
＝
ハ
五
度

同
一
入
○
度

同
嚇
九
五
度

同
一
二
〇
度

同
ニ
ニ
五
度
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同筆同同同同門同

人
馬
宮
に
侵
入
し
六
時

同
の
申
央
に
あ
ろ
時

肺
鵜
宮
に
侵
入
す
る
時

同
　
　
の
中
央
に
あ
ろ
畔

費
瓶
宮
に
侵
入
す
ろ
時

同
　
　
の
中
央
に
あ
る
蒔

双
魚
宮
に
侵
入
す
る
畦

同
　
　
の
申
央
に
あ
る
時

同同同雪曇同同等
同同同同同同同旨

同
二
四
〇
度

同
二
五
五
度

同
ご
七
〇
度

同
二
八
五
度

同
三
〇
〇
度

同
三
一
五
三

同
三
三
〇
度

同
三
四
五
度

　
黄
道
の
諸
星
座
－
こ
十
二
宵
こ
の
名
は
英
語
で
書
け
ば
同
一
の
も
の
が

　
　
　
　
ま
ぎ

多
い
の
で
紛
ら
ひ
易
い
が
、
日
本
語
で
は
此
の
心
配
が
な
い
。

　
次
ぎ
に
、
わ
が
暦
表
の
中
に
は
十
ケ
日
毎
の
間
隔
を
置
い
て
、
太

陽
の
領
野
（
蒙
σ
q
ぼ
塗
8
呈
8
）
D
赤
緯
（
U
①
集
量
9
）
、
覗
牟
径
（
魯
窟
同
舞

。。?
W
霞
・
憲
）
，
p
、
8
。
、
L
。
、
日
出
時
刻
（
U
D
口
昌
－
層
一
ω
①
）
b
日
浸
時
刻
（
ω
§
，
・
3

及
び
時
差
（
国
碧
替
8
。
h
↓
ぎ
⑦
）
が
掲
げ
て
あ
る
。
此
等
は
何
れ
も
日
本

の
中
央
標
準
時
の
正
午
に
於
け
る
撒
値
で
あ
る
。
赤
経
ざ
赤
緯
ε
は
其

の
曰
く
の
見
え
る
ま
・
の
値
で
あ
っ
て
、
所
謂
卒
均
位
置
（
寮
昌

昌
。
．
）
で
は
な
い
。
覗
牛
経
－
こ
は
太
陽
の
高
径
を
見
る
が
ま
Σ
の
角
度

で
言
ひ
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
p
ε
£
。
噌
こ
し
。
、
こ
は
太
陽
の
物
理
表
（
雷
善
邑
国
菩
馨
Φ
邑
ε
ざ
構
へ
ら

れ
る
も
の
こ
部
で
あ
っ
て
。
黒
鮎
の
観
測
の
如
き
、
太
陽
面
の
上
の

観
察
を
す
る
時
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
落
ち
、
ま
つ
p
ε
は
太
陽
の

長
里
軸
（
一
〃
O
叶
P
け
一
〇
昌
　
つ
図
【
ω
）
の
方
位
角
（
団
。
。
。
置
8
》
5
σ
q
菖
を
正
北
の
方
角

（
太
陽
の
中
心
ε
天
の
北
極
S
を
連
ね
た
線
）
か
ら
測
っ
た
角
度
で
あ
っ

　
　
プ
ラ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス

て
，
十
は
太
陽
北
極
が
東
方
へ
、
一
は
西
方
へ
傾
い
て
み
る
こ
噛
こ
を
表

は
す
。
叉
，
B
。
は
太
陽
面
上
の
縄
緯
度
（
自
Φ
ぎ
σ
q
蜜
℃
匿
。
9
。
熱
冨
叶
Φ
。
・
）
で

表
は
し
た
我
が
地
球
の
緯
度
で
あ
っ
て
、
即
ち
之
れ
は
叉
其
の
曰
く

に
見
え
て
み
る
太
陽
面
（
Q
り
＝
σ
曽
㎝
　
H
）
同
ω
O
）
の
中
心
の
太
陽
面
緯
度
（
嵩
毘
噴
甲

℃
匡
。
H
・
、
斤
ぎ
臨
。
）
で
あ
る
。
次
に
L
。
－
こ
は
、
同
檬
に
其
の
日
に
見
え
て
み

る
太
陽
面
の
中
心
の
太
陽
面
縄
度
（
跨
ぎ
σ
q
延
喜
げ
ぎ
昌
σ
q
ぽ
餌
Φ
）
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
れ
は
國
際

　
　
　
噺

～
一
」P
激
て

。
臨
ε

、
誤
・
A
こ

　
へ
、
、
　
第

1
1
一
一

圖

ら
見
た
ま
・
の
太
陽
面
¶
こ
す
る
ミ
、
c
は
太
陽
の
中
心
、

的
に
定
め
ら

れ
た
太
陽
面

上
の
一
基
準

経
線
か
ら
測

っ
た
も
の
で

あ
る
。
例
へ

ば
、
第
一
圖

を
、
地
球
か

p
は
太
陽
の

北
極
、
N
は
天
の
北
極
の
方
角
で
あ
る
。
故
に
、
C
P
は
太
陽
の
馬
韓

軸
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
紙
面
で
の
N
C
P
ぐ
」
い
ふ
角
度
が
P
に
當
り
。

p
E
は
地
球
へ
正
面
に
向
い
て
み
る
太
腸
の
子
午
線
、
E
は
其
の
子

午
線
上
で
又
太
陽
赤
道
上
の
一
半
で
あ
る
か
ら
、
c
E
の
距
離
を
太
腸

の
中
心
で
測
っ
た
角
度
が
B
。
で
あ
る
。
叉
、
p
A
を
太
陽
面
上
の
基
準

三
三
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子
午
線
ε
す
る
な
ら
ば
，
E
P
A
ミ
い
ふ
角
度
が
L
。
に
叢
る
わ
け
で
あ

る
。　
日
出
ε
日
浸
・
こ
は
京
都
に
於
け
る
時
刻
で
あ
る
が
、
懸
れ
に
は
京
都

の
地
李
線
が
全
く
卒
病
で
、
山
な
さ
の
無
い
も
の
ミ
い
．
一
望
定
の
下
に

計
算
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
嚴
密
に
は
實
際
ε
合
は
な
い
こ
ε
が
あ

る
。
又
、
も
一
つ
注
意
す
べ
き
こ
ε
は
、
日
出
の
時
刻
ε
し
て
、
太
陽

の
上
端
（
φ
唱
．
・
団
写
）
が
理
想
的
の
地
李
線
上
に
出
ろ
瞬
間
を
、
日
浸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
同
襟
に
太
陽
上
端
が

撮孕ee
mai　rm
）繋㌘

π

　　　，一■、　　　ノ　　　　　
　　／　　’覧・喝春

　　曳　揮伽奏
　　、　　　　！
　　　、馬〇一！

（陽太の時の澱出）　圖　二　第

西
の
地
活
線
下
に
浸
す
る

瞬
間
を
墾
け
て
る
る
。
狙

し
此
れ
に
は
室
氣
に
よ
る

光
線
の
屈
折
作
用
を
計
算

に
入
れ
て
あ
る
か
ら
、
本

當
の
太
陽
の
位
置
は
日
出

日
没
の
時
に
は
既
に
地
李

線
か
ら
約
牟
度
下
方
に
あ

る
筈
で
あ
る
。

　
時
差
ε
は
、
李
均
太
陽

（
愛
着
ω
暮
）
ぐ
｝
．
署
す
ろ
假
想
的
の
太
陽
ぐ
）
離
離
の
太
陽
ε
の
赤
面
の
差

で
あ
る
。
李
均
太
陽
、
こ
は
一
年
中
極
め
て
規
則
正
し
い
一
定
遽
度
の
蓮

行
ず
る
も
の
ミ
假
画
し
た
太
陽
で
あ
っ
て
、
其
れ
に
よ
っ
て
常
用
時

（
〇
一
く
自
一
門
同
日
O
）
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
實
際
の
太
陽
は
少
し
く
不

三
四

規
則
な
蓮
行
を
す
る
。
そ
れ
故
、
實
際
の
太
陽
を
観
測
し
て
、
そ
れ
か

ら
常
用
時
を
知
り
た
い
場
合
（
例
へ
ば
簡
箪
な
日
時
計
な
，
ご
を
使
っ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス

に
は
此
の
時
差
を
差
引
す
る
必
要
が
あ
る
。
＋
の
時
差
唱
こ
は
實
際
の
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス

陽
が
李
均
太
陽
の
東
に
あ
る
こ
ε
を
表
は
し
、
　
［
は
其
の
反
封
に
西
に

あ
ろ
こ
ε
を
示
す
Q

　
太
陽
は
可
な
り
速
く
蓮
行
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
精
し
い
研
究
の

場
合
に
は
毎
着
く
の
表
を
掲
げ
る
必
要
も
あ
る
の
だ
が
，
二
、
で
は

紙
面
の
都
合
も
あ
っ
て
，
桁
を
切
り
上
げ
、
日
附
も
十
日
苺
に
し
た
。

其
の
間
の
値
は
比
例
で
出
せ
ば
大
間
違
は
な
い
。

月
　
（
寓
o
o
昌
）

　
月
は
黄
叫
追
ミ
五
度
八
分
程
傾
い
た
白
道
ε
樗
す
る
軌
道
を
動
く
。
二

＋
七
ク
日
に
天
を
一
ま
は
り
す
る
の
だ
か
ら
、
充
分
な
こ
ε
を
言
へ
ば

侮
日
侮
時
間
の
赤
経
赤
緯
を
纂
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
紙
面

の
都
合
で
略
し
た
。
詳
し
く
は
本
式
の
天
文
暦
か
航
海
暦
．
を
見
ら
れ
た

い
。
　
其
の
代
り
，
月
に
は
、
五
日
毎
に
覗
牟
径
（
》
署
貴
Φ
馨
ω
①
該
－
衛
母
日
簿
。
同
）

ε
，
南
中
時
刻
（
朗
白
①
o
h
O
総
目
冒
9
甑
8
）
「
、
」
、
出
没
の
時
刻
ざ
、
月
面
の

纒
緯
度
で
測
っ
た
地
球
の
位
置
－
こ
、
同
様
に
月
面
上
の
太
陽
の
位
置

（
。
。
①
H
魯
。
σ
q
居
畳
き
罷
p
。
Φ
ω
。
h
3
。
。
Q
8
V
こ
、
月
齢
（
鑑
。
。
募
卜
㈹
①
）
ε
を
學
び

た
。
出
浸
は
、
太
陽
の
場
合
，
こ
同
様
に
、
京
都
で
の
室
想
的
地
李
線
を

通
過
す
る
時
刻
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
に
は
月
の
端
で
な
く
て
、
中
心
の
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出
浸
を
表
は
す
。
何
し
ろ
、
月
は
輝
や
い
た
部
分
の
形
が
憂
っ
て
見
え

る
の
だ
か
ら
。

　
出
浸
以
外
の
事
項
は
皆
そ
の
日
ノ
、
の
理
窟
に
於
け
る
撒
値
で
あ
る
。

　
月
齢
は
最
近
の
新
月
の
時
刻
か
ら
経
過
し
た
時
間
を
日
撒
で
表
は
し

た
も
の
で
、
新
月
の
あ
る
度
毎
に
小
黒
黒
以
下
の
細
か
い
藪
値
が
攣
は

る
か
ら
注
意
し
て
貰
ひ
た
い
。

阻却雄

噺

肋、ま3硬

　ヴ　　　　　　　　覧

　t
箔η

　　　　　，’（瀞里月

　　　　　k：一．　1／／

（月の時の澱出）圖三自

裁
　
蔽
（
（
）
O
O
＝
一
件
9
け
一
〇
目
）

　
掩
蔽
は
、
や
は
り
京
都
（
詳

し
く
言
へ
ば
京
都
大
學
天
文

毫
、
東
経
九
時
三
分
七
秒
、

北
緯
三
十
五
度
一
分
三
十
七

秒
）
で
見
え
る
筈
の
計
算
で

あ
る
。
し
か
し
、
大
樹
は
同
様

な
現
象
，
こ
し
て
京
都
以
外
で

も
見
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、

望
遠
鏡
を
持
つ
讃
者
た
ち
は

見
ら
れ
る
こ
一
こ
を
望
む
。
掩

倣
に
つ
い
て
は
上
田
理
導
爆
の
解
説
が
度
々
「
天
界
」
誌
上
に
も
出
て
み

る
し
、
叉
、
本
號
に
も
此
う
し
た
計
算
の
や
り
方
が
描
書
法
を
以
っ
て

巧
み
に
詮
明
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
中
學
卒
業
程
度
の
人
々
は
各
地
に
つ

い
て
此
の
計
算
を
試
み
ら
れ
た
ら
興
味
あ
る
こ
ミ
ε
思
ふ
Q

遊

星
　
（
曳
餌
・
H
㊦
斤
ω
）

　
大
き
な
七
つ
の
遊
星
即
ち
水
星
（
竃
。
屋
9
麸
）
、
金
星
（
く
窪
暴
）
，
火
星

（
虞
三
二
）
し
木
星
（
甘
冨
①
・
）
、
土
星
（
ω
嘉
日
）
，
天
王
星
（
g
導
暴
）
、
海
王
星

（
客
O
℃
浄
口
昌
O
）
に
つ
い
て
は
其
の
日
♂
一
正
午
に
於
け
る
赤
経
、
赤
緯
、
覗

直
径
（
》
℃
℃
9
村
。
口
け
一
）
一
餌
H
p
①
叶
①
同
）
、
地
球
か
ら
の
距
離
（
d
室
生
。
①
）
、
光
度

（
ξ
㈹
鼻
鼠
Φ
）
、
出
浸
の
時
刻
（
但
し
夜
間
に
見
え
る
方
）
、
及
び
南
中
時

刻
（
巨
白
①
o
h
O
巳
巨
冒
無
ご
口
）
を
畢
け
た
。
し
か
し
七
つ
の
遊
星
中
に
は
蓮

動
の
速
い
の
も
遅
い
の
も
あ
る
の
で
、
最
も
速
い
水
星
に
つ
い
て
は
五

日
毎
の
籔
値
を
墾
け
，
叉
、
最
も
渥
い
天
王
星
－
し
海
王
星
－
こ
に
つ
い
て

は
毎
月
の
始
め
ε
終
の
一
こ
の
み
を
塞
げ
、
他
は
皆
十
日
短
又
は
牟
月
毎

ミ
し
た
。
金
星
の
位
置
を
十
日
侮
に
し
た
の
は
少
々
無
理
で
は
あ
る

が
、
星
の
光
り
が
明
る
く
て
、
見
つ
け
易
い
か
ら
、
水
星
の
二
合
ほ
さ

の
面
倒
は
起
る
ま
い
。

　
一
般
に
遊
星
は
、
太
陽
の
引
力
に
よ
っ
て
、
圓
形
に
近
い
楕
圓
形

（
国
臣
甥
Φ
）
の
軌
道
（
9
ぴ
δ
を
蓮
行
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
蓮
行
の

途
上
、
近
日
黙
偏
．
象
2
。
。
1
太
陽
唱
こ
の
距
離
が
最
小
の
鮎
）
、
遠
日
鮎

3
写
畠
8
1
同
上
。
最
大
の
鮎
）
、
昇
交
貼
（
b
．
。
．
昌
O
ぎ
σ
q
冒
。
島
。
i
黄

皿迫

f
面
を
南
か
・
ら
北
へ
横
切
〃
る
鮎
）
、
降
交
勝
和
（
O
。
。
。
。
①
昌
臼
ぼ
α
q
昌
。
創
．
一
i
同

上
、
北
か
ら
南
へ
横
切
る
鮎
）
「
こ
構
へ
ら
れ
る
主
要
な
鮎
を
通
過
し
、

又
、
太
陽
を
中
心
ミ
し
た
黄
経
黄
緯
（
出
①
臨
。
8
茸
縁
げ
国
島
嘗
。
H
。
嵩
σ
q
慧
創
。

き
餌
目
碧
謹
号
）
を
塘
し
た
り
減
じ
た
り
す
る
Q
又
、
此
う
し
た
遊
星
の

三
五
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蓮
行
ず
る
様
を
、
蓮
行
し
て
み
る
地
球
か
ら
見
て
み
ろ
の
で
あ
る
か
ら

い
ろ
く
亡
特
別
な
現
象
が
見
え
る
。
其
の
中
の
主
な
も
の
を
読
明
す

！．ll．Skh：！k：tsktsZ－opcetw

言

　
ヲ
　
　
　
　
タ

　
／

｝∫
黒

酢

x

一一一一 譜鼈鼈鼇q「一u嘲
｝u

縫太種

第四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖

ゲ
臨
黙
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
ゴ

る
S
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
遊
星
が
天
球
上
を
西
か
ら
東
へ
蓮
行
ず
る
や
う
に
見
え
る
こ
ミ
を
順

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

行
（
】
∪
申
門
O
O
け
　
蜜
〇
一
｝
O
コ
）
ミ
い
ひ
、
其
の
逆
に
東
か
ら
西
に
動
く
こ
一
こ
を
逆
行

三
六

（
寄
ぎ
喰
誌
①
冨
民
呂
）
ミ
い
ふ
。
順
行
ε
逆
行
マ
」
の
留
り
目
の
時
，
遊
星
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

暫
く
何
れ
へ
も
動
か
な
い
や
う
に
見
え
る
こ
ミ
を
留
（
二
Q
鷲
ご
塁
縣
）
ミ
い

ふ
。
叉
、
桶
般
に
二
つ
の
星
が
同
じ
経
度
の
所
へ
來
た
場
合
に
は
此
の

　
　
　
へ

二
つ
が
合
（
∩
。
一
、
一
昌
・
。
萬
。
コ
）
の
位
置
に
あ
る
一
こ
い
ふ
、
之
れ
に
反
し
て
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

星
の
経
度
が
百
八
十
度
離
れ
て
み
る
こ
ぐ
」
を
衝
（
○
竈
。
m
猷
8
）
ざ
い
ふ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
あ
る
が
、
此
う
し
た
合
や
衝
は
日
月
七
遊
星
相
互
に
頻
繁
に
行
は
れ

る
。
叉
、
一
ろ
の
星
が
経
度
の
九
十
度
に
あ
る
時
、
此
の
二
星
が
相
互

　
ヘ
　
へ

に
箱
象
に
あ
る
ざ
稽
へ
る
。
之
れ
も
度
々
あ
る
。
し
か
し
、
遊
星
各
自

に
つ
い
て
は
、
太
陽
に
封
し
て
の
合
ミ
か
衡
マ
〕
か
矩
象
溝
か
の
時
が
特

別
に
観
測
上
重
要
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
、
何
も
説
明
の
言
葉
な
し
に

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
あ

箪
に
合
－
こ
か
衝
ε
か
言
へ
ば
之
れ
は
太
陽
に
封
し
た
位
置
な
の
だ
ミ
解

し
て
宜
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
叉
、
一
般
に
太
陽
く
」
或
る
星
－
こ
の
経
度
の
差
を
離
角
（
国
H
8
σ
Q
跳
8
）
ε

構
へ
る
が
，
火
、
木
，
土
、
天
、
海
の
五
星
は
離
角
が
○
度
か
ら
百
八

十
度
ま
で
憂
る
に
反
し
、
金
星
ミ
水
星
マ
」
だ
け
は
、
軌
道
が
全
然
地
球
軌

道
の
内
部
に
あ
る
た
め
に
，
離
角
は
一
定
の
大
き
さ
以
上
に
は
大
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
時
々
此
の
二
星
に
つ
い
て
は
極
大
離
角
9
♂
邑
葛
臼

箆
。
ロ
㈹
．
嘗
。
口
）
ざ
構
へ
る
待
別
な
現
象
を
見
せ
る
。
其
の
場
合
其
の
星
は

望
遽
鏡
で
は
牟
月
形
に
見
え
、
観
測
に
最
も
好
都
合
の
時
で
あ
る
。

　
叉
、
水
金
二
星
は
衝
－
こ
い
ふ
こ
嘔
こ
が
無
い
代
り
に
、
食
が
二
種
類
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
。
釦
ち
、
一
は
其
の
星
が
太
陽
の
向
ふ
側
へ
行
っ
た
時
で
掘
れ
を
上

へ含
（
。
。
弓
9
霞
0
8
冒
口
。
ぎ
昌
）
ε
い
ひ
、
他
の
一
は
其
の
星
が
太
陽
の
こ
ち
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ヘ
　
へ

ら
側
で
、
地
球
隔
こ
の
間
に
革
ま
る
言
合
で
あ
る
、
諮
れ
を
下
直
（
目
ほ
①
・
冒

∩
。
昏
轟
轟
）
－
こ
い
ふ
。

　
か
う
し
た
遊
星
現
象
や
、
其
の
他
之
れ
に
類
し
た
こ
ざ
を
縮
て
一
括

し
て
天
象
一
篭
表
（
寄
島
窒
同
網
雷
自
。
墓
舜
）
の
中
に
入
れ
た
。
そ
し
て
叉

遊
星
界
の
跳
動
の
鳥
鰍
圖
を
其
の
傍
に
出
し
た
。
此
の
圖
で
は
太
陽
を

中
心
ぐ
』
し
て
、
水
、
金
、
地
、
火
の
赤
星
の
軌
道
は
本
當
の
比
例
で
示

し
、
米
星
か
ら
海
王
星
ま
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
軌
道
の
大
き
さ
を

無
茶
に
縮
め
た
。
但
し
、
毎
月
蓮
動
ず
る
道
の
り
を
示
す
太
い
線
の
割

合
は
誤
っ
て
は
み
な
い
。
此
の
圖
で
，
地
球
か
ら
は
何
星
が
近
い
ε
か

遠
い
く
』
か
、
観
測
し
易
い
ε
か
、
そ
う
で
な
い
ε
か
の
事
情
が
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
此
の
圖
を
苺
月
比
較
し
て
見
る
、
も
一
斗
面
自
い
。
一
－
此

の
圖
の
外
側
に
十
二
宮
の
名
を
入
れ
た
が
、
之
れ
は
其
の
方
角
を
大
膿

知
る
の
に
便
利
だ
ミ
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
く
れ
ん
＼
も
，
白
羊
宮
S

か
金
牛
宮
ε
か
言
っ
た
も
の
が
，
何
等
の
形
を
し
て
海
王
星
の
向
ふ
に

見
え
て
み
る
の
で
は
な
い
。

木
星
の
衛
星
　
（
甘
耳
Φ
㌧
。
。
Q
。
弩
　
μ
窮
）

　
近
頃
は
望
遠
鏡
を
持
つ
人
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
そ
う
し
た
人
々
に

は
喜
ん
で
貰
へ
る
ミ
思
っ
て
。
木
星
の
衛
星
の
位
置
を
圖
で
表
は
す
こ

¶
こ
に
し
九
。
　
一
ヶ
月
の
毎
日
～
＼
、
木
星
を
中
心
ミ
し
て
其
の
左
右
に

ゐ
　
む
ら

居
並
ぶ
四
つ
の
圭
な
衛
・
星
は
此
の
岡
か
ら
容
易
に
見
分
け
が
付
く
。
天

文
望
遠
鏡
で
見
た
ま
』
の
圖
だ
か
ら
上
が
南
、
下
が
北
，
右
が
東
、
左

が
西
に
な
っ
て
み
る
。
此
の
木
星
の
四
大
衛
星
は
ガ
リ
レ
オ
（
Q
饒
。
G
）

が
第
＋
七
世
紀
の
初
め
に
獲
見
し
た
も
の
で
、
三
思
で
呼
ば
れ
た
り
、

名
で
呼
ば
れ
た
り
し
て
み
る
。
邸
ち

1番
號
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衛
星
の
名

イ
ナ
（
困
。
）

エ
ウ
ロ
バ
（
に
日
。
℃
o
）

ガ
ニ
メ
ド
（
Q
碧
油
日
①
角
Φ
）

カ
リ
ス
ト
（
O
巴
自
簿
O
）

　
公
輻
週
期

　
一
日
一
八
時
二
入
選

三
　
　
一
三
　
　
一
四

七
　
　
三
四
三

一
凹
目
　
　
一
山
ハ
　
一
二
二

光
度
五
・
九
等

六
・
〇

五
・
五

六
・
五

　
圖
に
は
星
一
つ
～
、
の
位
置
を
黒
鮎
で
表
は
し
，
其
の
刻
々
に
動
い

て
行
く
方
向
を
撒
字
で
示
し
た
。
帥
ち
、
其
の
星
は
其
の
番
手
撒
字
の

あ
る
方
へ
動
い
て
行
く
の
で
あ
る
Q
此
の
圖
に
書
か
れ
て
あ
る
ま
、

に
、
例
へ
ば
4
の
黙
を
鉛
筆
で
結
び
付
け
て
見
る
書
、
公
韓
し
て
左
右

に
動
く
模
様
が
よ
く
分
る
。
－
や
2
は
蓮
動
が
速
い
の
で
少
々
分
り
粂

ね
る
場
合
も
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
フ
し

　
此
の
四
つ
の
衛
星
が
時
々
木
星
の
本
膿
の
後
ろ
に
か
く
れ
た
り
、
前

面
を
通
過
し
た
り
す
る
こ
鴨
こ
が
あ
る
。
詳
し
く
言
へ
ば
左
の
四
種
類
の

現
象
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
食
（
国
。
ξ
器
）
一
衛
星
が
木
星
の
日
蔭
に
入
る
こ
ぜ

　
　
掩
蔽
（
0
8
§
義
。
p
）
1
一
衛
星
が
木
星
腔
の
噛
め
に
か
く
さ
れ
．
る
こ
亡

　
　
山
小
星
M
凹
㎞
巡
渦
困
日
三
目
ω
罵
）
一
一
儒
…
星
が
↓
小
星
M
卿
の
上
た
東
か
ら
西
へ
涌
閏
渦
伺
す
ろ

　
　
　
や
う
に
見
え
る
こ
定

　
　
影
の
通
過
（
日
露
上
津
。
h
Q
Q
ぎ
飢
。
薫
）
一
衛
星
の
投
，
げ
ろ
影
が
木
星
の
衷
勝
に

三
七
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黒
馳
ε
な
っ
て
東
か
ら
西
へ
通
過
す
る
こ
定

此
等
の
現
象
は
皆
そ
れ
ん
＼
興
味
深
い
も
の
で
、
叉
観
測
す
れ
ば
學

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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’
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ゑ　ノ
　　、
@　、@　、@　　、　　　、
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@　　　　畜

A、

@、

一
、

　　　　ノﾉ　　＼＼　　　＼＼／

、、

@一@、@　一@　　唖　　鴨　　一 闇　　　

一一＼＼

鐙
窒

西
卜

宮

陣
6

／
／

ノ

　
／
　
ノ
　
　
／

　
　
　
’

遙

、
、

、

韮山／x圖

、

、

＼

第五團

術
上
に
も
償
値
多
い
。
ー
ー

因
み
に
、
昔
し
ロ
エ
メ
ル

（
○
．
カ
α
白
2
）
は
此
の
種
の
観

測
を
し
て
、
光
線
の
速
度
を

嚢
渇
し
た
の
は
有
名
な
話
で

あ
る
。
第
五
圖
は
右
の
四
つ

の
現
象
を
圖
示
す
る
た
め
に

特
別
な
場
合
を
書
い
た
も
の

で
あ
る
。
太
陽
が
右
下
の
遽

三
八

方
か
ら
照
し
て
み
る
た
め
に
、
木
星
も
衛
星
も
皆
左
上
の
方
へ
影
を
投

ぴ
て
る
る
が
、
4
は
木
星
の
大
き
な
影
の
中
に
入
っ
て
食
、
こ
な
り
、
2

は
自
身
の
影
を
木
星
の
表
面
上
に
落
し
て
み
る
。
又
、
1
は
木
星
の
本

盟
の
た
め
に
か
く
さ
れ
、
3
は
木
星
面
を
通
過
し
て
み
る
。
故
に
、
若

し
此
の
圖
の
通
り
の
現
象
が
皆
同
時
に
起
つ
た
場
合
に
は
、
李
常
の
木

星
こ
は
全
く
異
り
、
四
つ
の
衛
星
が
一
つ
も
見
え
す
、
只
、
木
星
の
み

が
猫
り
望
遠
鏡
の
中
で
大
き
く
輝
や
き
、
筒
よ
く
見
る
ミ
。
木
星
面
に

2
の
黒
い
影
像
が
一
つ
ミ
、
3
の
明
る
い
形
ミ
が
第
六
圖
の
や
う
に
見

え
る
ば
か
り
で
あ
る
筈
。

　
　
　
流
星
の
出
現
　
（
竃
。
酔
8
国
〉
毛
巨
件
5
口
ω
）

　
流
星
ミ
い
ふ
も
の
は
何
時
何
所
に
現
は
れ
る
か
豫
想
の
出
來
な
い
た

ち
の
も
の
で
あ
る
け
れ
曹
、
中
に
は
或
る
一
定
の
期
日
を
限
っ
て
、
天

球
の
一
定
鮎
か
ら
可
な
り
多
く
の
も
の
が
四
方
へ
放
射
す
る
こ
唱
こ
が
あ

り
、
幾
十
年
以
北
の
観
測
記
録
か
ら
、
よ
ほ
3
確
か
な
豫
測
を
す
る
こ

ざ
さ
へ
出
躍
る
。
そ
う
し
た
豫
記
し
得
ら
れ
る
も
の
だ
け
を
此
所
に
表

マ
」
し
て
掲
げ
る
。
即
ち
、
ほ
ゴ
現
は
れ
さ
う
な
日
附
唱
こ
、
輻
射
貼
の
位

置
一
f
そ
れ
を
赤
経
赤
緯
で
表
は
す
。
若
し
明
る
い
恒
星
が
其
の
幅
射

鮎
の
近
く
に
あ
れ
ば
、
其
の
名
を
記
す
こ
く
ミ
｝
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
が
見
え
る
流
星
の
全
部
で
な
い
こ
・
し
を
、
く
れ

ぐ
も
承
知
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
　
北
極
星
（
℃
〇
一
母
一
u
。
）
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北
極
星
は
其
の
位
置
が
眞
の
北
極
に
近
い
の
3
こ
，
光
輝
が
可
な
り
明

る
い
の
で
、
實
用
的
に
も
頗
る
大
切
な
星
で
あ
る
。
實
用
的
・
こ
言
っ
て

も
主
ε
し
て
此
の
星
を
頼
り
に
正
し
い
方
角
を
知
り
得
る
一
こ
い
ふ
の
で

あ
る
が
、
地
方
々
々
の
緯
度
を
知
る
霊
い
ふ
こ
ぐ
」
に
も
大
に
役
立
つ
。

　　　　’

　　　　τ＼項天

南離郵

　　
@　@　@　@　@　@鵠

奮
一
、
亀
～
漏

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

第七固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

そ
れ
で
、
こ
・
に
は
，
此
の
星
の
子
午
線
通
過
の
時
刻
ε
、
其
の
高
度

（
》
一
点
げ
＝
餌
①
）
そ
れ
か
ら
眞
の
北
方
よ
り
左
右
に
離
れ
る
角
度
の
最
大
な
時

　
　
ヘ
　
　
へ

刻
く
」
方
位
（
諺
N
臣
ρ
夢
）
ε
を
十
日
毎
に
掲
げ
る
。
時
刻
は
勿
論
日
本
の
中

央
標
準
時
で
、
京
都
に
於
け
る
撒
値
で
あ
る
。

圭
な
恒
星
の
位
置

　
　
　
（
諺
℃
℃
貴
Φ
簿
曳
卿
8
ω
o
h
津
ぱ
冒
。
骨
巴
卑
圃
ぽ
o
Q
鼠
読
）

　
多
く
の
恒
星
の
中
で
，
光
り
の
大
き
い
も
の
を
集
め
、
又
、
其
の
他

に
、
特
に
便
利
な
位
置
に
あ
る
若
干
の
も
の
を
加
へ
て
、
一
つ
の
表
を

作
り
、
先
づ
其
れ
ぐ
の
星
の
名
、
光
度
（
罫
鵯
ぎ
恥
①
）
、
ス
ペ
ク
ト
ル

型
（
。
，
℃
①
。
9
＝
毛
①
）
，
そ
れ
か
ら
＋
日
毎
の
見
え
る
ま
』
の
赤
縄
赤
緯
を

掲
げ
る
。
尤
も
短
時
間
の
間
の
こ
，
こ
で
あ
る
か
ら
，
星
々
の
赤
縄
赤
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た

は
大
き
く
攣
化
す
る
も
の
で
な
い
。
皆
、
三
巴
ぐ
」
い
ふ
桁
で
少
し
づ
、

違
っ
て
眠
る
だ
け
で
あ
る
。
故
に
十
日
目
叉
は
二
十
日
目
の
位
置
ε
し

て
は
大
き
な
桁
の
藪
を
記
す
こ
ε
を
省
き
、
小
さ
な
桁
だ
け
を
記
す
。

例
へ
ば
七
月
十
一
日
の
ア
ン
ド
ロ
メ
の
ア
ε
い
ふ
星
の
赤
経
は
輩
に
三

十
一
秒
八
で
は
な
く
て
、
正
式
に
は
○
時
四
分
三
十
一
秒
八
で
あ
る
。

饗
　
党
　
星
　
2
p
目
箋
。
誓
簿
弓
・
。
）

　
最
後
の
ベ
ー
ジ
に
憂
光
星
に
關
す
る
豫
報
を
掲
げ
る
。
先
づ
最
初
に

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

は
長
週
期
の
獲
光
星
で
あ
る
が
、
苺
月
こ
、
に
表
ミ
し
て
掲
げ
る
の
は

其
の
次
ぎ
の
月
（
例
へ
ば
七
月
號
の
「
天
界
」
に
は
八
月
、
十
二
月
號
の

「
天
界
」
に
は
翌
年
H
月
）
中
に
最
大
光
輝
に
な
る
筈
の
憂
光
星
を
載
せ

る
こ
一
、
ζ
す
る
。
こ
う
し
た
長
週
期
の
愛
光
星
は
只
其
れ
を
最
大
光
輝

に
な
っ
た
時
に
の
み
眺
め
る
一
こ
い
ふ
こ
ε
だ
け
で
は
無
意
味
で
あ
っ
て

三
九
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是
非
、
そ
の
少
し
以
前
か
ら
、
漸
吹
此
の
星
が
壇
光
す
る
事
實
を
観
測

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
，
七
月
號
の
三
一
に
七
月
最
大
光
輝

の
星
を
記
す
の
で
は
充
分
ε
は
言
へ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
み
、
れ
に
又
、

最
大
光
輝
の
図
題
の
日
に
し
て
も
、
只
今
ま
で
の
記
録
か
ら
計
算
し
泥

ε
い
ふ
の
で
は
な
く
、
記
録
の
中
の
最
も
早
い
日
附
を
掲
ぴ
る
こ
ε
Σ

す
る
。
故
に
此
所
に
掲
げ
た
日
附
マ
」
い
ふ
も
の
は
實
際
の
も
の
よ
り
も

可
な
の
早
い
日
に
な
っ
て
み
る
場
合
も
あ
る
筈
で
あ
る
。
～
一
こ
う
し

て
最
大
光
輝
の
糊
三
期
を
失
は
な
い
や
う
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
短
週
期
の
痩
光
星
の
中
で
、
ア
ル
ゴ
ー
ル
型
ハ
》
H
覧
叶
篭
。
）
－
こ
し
て
は

此
所
に
卒
均
光
度
の
最
も
明
る
い
六
つ
の
星
を
濯
び
、
其
の
星
々
の
位

置
や
、
週
期
や
。
獲
光
範
園
（
男
碧
『
亀
く
餌
同
一
9
島
。
昌
Y
こ
共
に
、
其
の
一
ヶ

月
間
の
最
初
の
最
小
光
度
の
日
時
ぐ
』
、
最
後
の
最
小
光
度
の
日
時
S
を

記
す
。
星
の
憂
光
週
期
が
早
け
れ
ば
、
此
の
最
初
ε
最
後
ミ
ニ
つ
の
日

時
の
中
之
に
幾
画
も
最
小
光
輝
が
あ
る
筈
で
あ
る
が
，
そ
れ
は
此
所
に

掲
げ
て
あ
る
週
期
か
ら
、
長
髪
者
自
ら
計
算
し
て
貰
ひ
た
い
。

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
次
に
セ
フ
ァ
イ
式
の
憂
光
星
（
o
．
覧
冒
。
戴
く
口
村
一
p
誓
・
。
）
に
つ
い
て
も
，
こ

エ
に
比
較
的
明
る
い
十
個
の
星
を
選
ん
だ
。
此
の
種
の
星
に
つ
い
て
は

最
大
光
度
の
最
初
の
日
時
こ
最
後
の
日
時
ご
を
侮
月
掲
げ
る
。
前
ε
同

様
，
其
の
中
間
の
日
時
は
観
測
者
が
各
自
計
算
．
さ
れ
ん
こ
ミ
を
望
む
Q

此
等
の
長
期
憂
光
星
を
観
る
に
は
多
く
特
別
な
星
圖
が
必
要
で
あ
る
Q

し
か
し
短
週
期
の
も
の
は
肉
眼
や
．
双
眼
鏡
欄
、
い
古
賀
恒
星
圖
で
撰
し
干
て

得
ら
れ
る
。

四
〇

　
　
　
　
時
刻
に
つ
い
て
　
（
○
⇔
　
日
…
目
Φ
　
園
①
O
押
O
昌
団
コ
σ
q
・
）

　
天
文
上
の
時
刻
ε
い
ふ
も
の
は
、
ト
レ
ミ
ー
以
來
の
長
い
慣
習
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

正
午
よ
り
翌
日
の
正
午
に
至
る
二
十
四
時
間
制
が
窪
く
最
近
ま
で
用
ゐ
ら

れ
て
る
た
。
そ
れ
が
國
際
會
議
の
決
議
に
よ
り
、
改
正
さ
れ
て
今
年
（
大

正
十
四
年
）
の
始
め
か
ら
は
、
常
用
時
，
こ
同
様
に
、
夜
孚
か
ら
次
ぎ
の
夜

卒
に
至
る
二
＋
四
時
閣
制
に
憂
夏
さ
れ
お
。
郎
ち
，
新
誓
の
時
間
制
，
及

び
一
般
常
贈
時
を
比
較
し
て
見
る
ざ
、
例
へ
ば

　
從
來
の
二
丈
時
制

某
月
】
日
　
　
○
時

同
　
一
日
　
　
九
時

　
同
　
　
一
日
　
十
・
’
5
時

　
同
一
日
二
十
三
畦

わ
が
天
文
暦
表
も
、
叉
、

新
式
の
天
丈
時
欄

同
融
日
十
二
時

同
置
日
二
十
剛
鴨

＠
百
　
　
一
重

同
門
日
十
一
時

一
カ
月
用
時
制

同
凶
日
午
後
　
0
時
（
正
午
）

同
一
日
午
後
九
時

両
二
日
午
前
　
一
時

同
ご
日
午
前
十
一
時

一
般
に
「
天
界
」
の
中
の
記
事
に
し
て
も
，
今

年
以
後
は
、
天
文
時
ミ
し
て
右
の
新
式
を
用
ゐ
、
時
々
は
一
般
常
用
時
を

舛
用
す
る
こ
ぐ
こ
す
る
。
常
用
時
ざ
し
て
午
前
午
後
の
国
別
を
慶
止
し
て

み
ろ
國
も
あ
ろ
が
、
や
が
國
は
、
や
は
り
、
今
爾
ほ
英
米
爾
國
、
・
共
に
之

れ
を
保
存
し
て
み
る
。
し
か
し
、
天
文
時
ミ
し
て
は
右
の
方
法
に
一
定
さ

れ
た
以
上
、
○
時
か
ら
二
十
四
時
ま
で
進
む
の
が
常
道
だ
，
、
旨
心
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
；
1
憾
日
午
前
の
時
間
は
天
文
時
ミ
同
様
の
算
へ
方
で
あ

っ
て
、
午
後
の
時
に
の
み
＋
二
を
加
へ
れ
ば
、
そ
れ
が
天
文
時
こ
な
る
わ

け
で
あ
る
σ
（
終
）


